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　第18回からは，2024年4月にリリースされた最新
のLTS（Long Term Support）であるYocto Project 
5.0（コードネーム：Scarthgap）を紹介しています．
ターゲット・ボードはラズベリー・パイ4モデルB

（以降，ラズベリー・パイ4，写真1）です．（編集部）
　今回は，ルート・ファイル・システム（以降，ルー
トFS）にローカルLLM（Large Language Models）の
フレームワークであるOllama（1）を組み込んで，ラズ
ベリー・パイ4の実機で動かしてみます（図1）．
　LLMは大規模言語モデルのことで，膨大なテキス
ト・データから学習することで自然な文章を生成した
り，理解したりすることができます．Ollamaはロー
カル環境でLLMを動かすためのプログラムです．な
お本稿ではLLM自体の解説は行いません．

Linuxをビルドする流れ

● 通常の場合
Yocto Projectにソフトウェアを組み込む場合，次

のような手順でソースコードからビルドするようにレ
シピを記述します．

①ソースコードの取得（do_fetchタスク）
②パッチ適用（do_patchタスク）
③コンフィグレーション（do_configureタスク）
④ビルド（do_compile）

レシピを作成するには，ソフトウェアがビルド時に
依存する全てのライブラリや，使用するターゲットに

Yocto Project 5.0編⑤…ビルド済みのバイナリを組み込む 三ツ木 祐介

さまざまなシングル・ボード・コンピュータ向けに 
自分専用カスタム! 

Yocto Projectではじめる
組み込みLinux開発入門
第22回

第3回　ラズパイ編②…Dockerを使ってWindowsにビルド環境を構築する（2022年11月号）
第4回　ラズパイ編③…ディスプレイやキーボード，マウスを省く「ヘッドレス構成」の検討（2023年1月号）
第5回　無線 LANに自動接続するレシピを作る（2023年2月号）

写真1　最新LTSであるYocto Project 5.0（Scarthgap）でラズパ
イ4向けLinuxを作ってみる
今回はローカルLLMのフレームワークであるOllamaを例に，ビルド済み
のバイナリを組み込む方法を解説する

図1　今回やること…Ollamaのバイナリを組み込んだLinuxイメージをビルドする
ラズベリー・パイ4でローカルLLM（gemma2:2b）を実行している様子
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